
建物断面構成図

環境配慮事項とねらい
岸和田市立福祉総合センター
周辺環境に寄り添いながら、活力あふれる“居場所”をつくる

建物概要
▪所在地：�大阪府岸和田市野田町 1丁目	 ▪建築主：岸和田市

▪設計者：株式会社梓設計関西支社	 ▪用　途：�児童福祉施設等�
（老人福祉施設、児童発達支援センター）

▪敷地面積：17,414.02 ㎡

▪建築面積：3,012.07 ㎡

▪延べ面積：7,453.17 ㎡

▪構　　造：鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造

▪階　　数：地上 4階／地下 -階

▪ CASBEE 評価：Aランク／BEE 値 1.6

▪重点評価：�CO2 削減 3.1／省エネ対策 3.6�

みどり・ヒートアイランド対策 3.5

【立地、周辺環境】
敷地は南海本線岸和田駅前の中心市街地であり、南北が

市道に面した利便性の高い場所である。また、景観計画

区域内に位置し、東西は閑静な住宅地に隣接するため、

駅前景観への調和と周辺環境への配慮が求められる立地

である。

【総合的なコンセプト】
本施設は市域に分散する福祉機能（高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉）を統合し、新たなまちづくりの核となる地域福祉拠点である。

各機能をイメージした3つのボリュームは、分節化により周辺景観への調和を図りながら、水平動線の「こもれびストリート」や、吹抜け空間の「ひ

だまりラウンジ」によりつながり、一体感を生み出している。内部空間は高い断熱性を確保しながら、居室やひだまりラウンジからの自然光

をフロアの軸となるこもれびストリートまで引き込み、また、接地性の高い居室では全面開放サッシにより自然風を取り込むなど、自然環境

を最大限に活かした活力のあふれる「居場所」となっている。

 

 

自然採光と自然通風を確保した屋内運動場

複合断熱金属サイディングウォール

 

屋内外をつなぐ全面開放サッシ

建材一体型シースルー太陽光発電パネル

立地特性を活かした計画と明快なボリューム構成により、地域に溶け込む外観デザイン

豊かな自然光を取り入れ、居住性を高めた「ひだまりラウンジ」「こもれびストリート」
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